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昨
年
、
八
月
二
十
五
日
、
グ
リ
ー
ン

ト
ピ
ア
の
実
験
セ
ン
タ
ー
「
ア
グ
ネ

ス
」
が
全
国
に
先
駆
け
て
発
足
し
、
今

月
で
一
周
年
を
迎
え
る
．
、

　
先
日
、
農
林
水
産
省
の
情
報
化
対
策

室
を
訪
れ
、
ア
グ
ネ
ス
が
現
実
に
本
省

と
結
ば
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
て
感
慨

を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
い
ま
二
十
一
世

紀
へ
向
け
て
、
情
報
化
と
い
う
こ
と
が

よ
く
言
わ
れ
る
．
．
私
は
、
情
報
化
に
は

二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
第
一
に
、
「
情
報
の
産
業
化
」
．
、
二
十

一
世
紀
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
で
あ
る
情
報
化
は
、
い
か
に
あ

る
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
、
第
二

は
、
「
産
業
の
情
報
化
」
．
．
第
一
次
、
第

二
次
、
第
三
次
産
業
が
、
い
か
に
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
技
術
を
取
り
入
れ
て
い
く
か

の
問
題
で
あ
る
。

凝
ぎ
、

　
後
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
論
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
前
者
に
論
及
し
て
い

る
人
は
余
り
見
当
た
ら
な
い
．
、
し
か
し
、

私
は
前
者
こ
そ
、
地
方
の
活
性
化
の
鍵

を
握
る
も
の
で
あ
り
、
ア
グ
ネ
ス
に
最

も
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
．
、

　
”
前
者
、
即
ち
第
一
の
「
情
報
産
業
」

の
問
題
点
は
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
で

あ
る
，
こ
の
集
中
度
は
、
あ
ら
ゆ
る
産

業
の
中
で
最
も
高
い
こ
と
は
現
在
で
も

歴
然
と
し
て
い
る
．
．
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

セ
ン
ク
ー
、
あ
る
い
は
デ
ー
タ
・
べ
ー

ス
が
全
て
東
京
に
集
中
す
る
か
ら
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
も
東
京
に
集
中
す
る
．
．

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
・
ベ
ー

ス
、
あ
る
い
は
セ
ン
ダ
ー
の
中
核
は
、

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ァ
や
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
等
の
人
材
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、

こ
の
有
為
な
人
材
も
東
京
に
集
中
す
る

こ
と
に
な
る
．
．
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に

応
じ
て
、
第
二
次
、
第
三
次
産
業
の
本

社
機
能
、
そ
し
て
指
導
者
も
全
て
東
京

に
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

あ
ら
ゆ
る
意
味
で
地
方
と
首
都
圏
と
の

差
を
も
た
ら
す
最
大
の
も
の
は
、
情
報

産
業
の
一
極
集
中
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
る
。
、

　
後
者
、
つ
ま
り
「
産
業
の
情
報
化
」

に
つ
い
て
は
、
殊
に
ア
グ
ネ
ス
を
中
心

と
し
て
考
え
た
場
合
に
、
四
全
総
を
踏

ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
論
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
四
全

総
で
は
私
た
ち
の
地
方
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
．
、

　
「
東
京
圏
と
仙
台
に
位
置
す
る
阿
武

隈
地
域
に
お
い
て
、
周
辺
地
域
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
、
先
端
技
術
産
業
の
立

地
、
畜
産
資
源
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
テ
．

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
等
に
よ
る
総
合
開

発
構
想
を
推
進
す
る
、
、
ま
た
、
八
幡
平

か
ら
会
津
に
至
る
奥
羽
山
系
に
お
い
て

は
、
温
泉
、
雪
、
湖
、
自
然
豊
か
な
森

林
、
変
化
に
富
む
海
岸
線
等
の
恵
ま
れ

た
資
源
を
有
す
る
地
域
に
お
い
て
、
余

暇
活
動
空
間
の
整
備
を
進
め
る
」

　
こ
の
こ
と
を
私
た
ち
が
現
実
の
も
の

と
し
て
考
え
た
場
合
に
、
ま
ず
農
業
に

つ
い
て
は
、
温
度
、
湿
度
、
日
照
、
肥

料
な
ど
の
自
動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ

ム
、
セ
ン
サ
ー
、
あ
る
い
は
農
業
技
術

の
組
み
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

農
業
を
無
限
に
近
い
可
能
性
へ
引
き
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
ま
た
、

第
二
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
小

都
市
に
と
っ
て
、
将
来
と
も
、
産
業
・

経
済
の
牽
引
車
は
先
端
技
術
型
の
工
業

で
あ
る
。
二
の
情
報
化
と
は
、
多
品
目

少
量
生
産
を
行
う
こ
と
と
、
そ
の
こ
と

の
中
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
を
、
い
か

に
製
造
工
程
の
中
に
効
率
的
に
取
臼
入

れ
る
か
が
最
大
の
眼
目
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。

　
そ
し
て
、
リ
ゾ
ー
ト
産
業
に
お
い
て

は
、
ア
ー
バ
ン
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
都
市

の
人
口
を
、
い
か
に
こ
の
地
域
の
リ

ゾ
ー
ト
に
組
み
入
れ
る
か
と
い
う
こ
と

が
最
大
の
課
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
に

リ
ゾ
ー
ト
・
観
光
の
情
報
化
が
、
い
か

に
大
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
論
を

待
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
，

　
ア
グ
ネ
ス
の
目
的
は
、
農
業
の
向
上
、

農
林
産
物
の
流
通
の
合
理
化
、
農
山
村

の
活
性
化
等
に
資
す
る
た
め
の
先
駆
的
、

モ
デ
ル
的
、
各
情
報
シ
ス
テ
ム
の
計
画

を
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、

情
報
産
業
が
将
来
の
経
済
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
で
あ
る
と
い
ろ

こ
と
を
認
識
し
、
地
方
の
情
報
産
業
の

確
立
，
有
能
な
人
材
の
地
方
へ
の
定
着

の
た
め
の
先
駆
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
．
、

　
つ
ま
り
、
地
方
の
活
性
化
、
殊
に
仙

南
地
方
の
活
性
化
は
ア
グ
ネ
ス
を
中
核

と
し
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
を
展
開

し
、
そ
の
中
で
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

に
、
そ
の
究
極
の
目
的
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
た
め
の
展
開
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
て
あ
る
．
、
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国
営
み
ち
の
く
杜
の
湖
畔
公
園
は
、

「
豊
か
な
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ

て
人
間
性
の
回
復
向
上
」
の
た
め
、
釜

房
湖
畔
に
整
備
し
て
い
る
全
国
で
十
番

目
、
東
北
で
は
初
め
て
の
国
営
公
園
で

す
。　

釜
房
湖
の
豊
か
な
水
、
丘
陵
の
緑
、

蔵
王
の
お
お
ら
か
な
眺
望
に
恵
ま
れ
、

南
東
北
の
公
園
緑
地
の
核
と
し
て
、
ま

た
、
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要

に
対
応
す
る
公
園
と
し
て
大
き
な
期
待

を
集
め
て
い
ま
す
。

「
文
化
と
水
の
ゾ
ー
ン
」
「
健
康
運
動
と

芝
生
の
ゾ
ー
ン
」
「
憩
い
と
森
の
ゾ
ー

ン
」
か
ら
な
る
湖
畔
公
園
の
「
文
化
と

水
の
ゾ
ー
ン
」
が
、
八
月
四
目
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

水
と
文
化
の
ゾ
ー
ン

「
水
と
文
化
の
ゾ
ー
ン
」
は
、
東
北
の

文
化
と
入
間
の
生
命
を
育
む
水
を
ズ
で

ン
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
．
．

　
円
型
の
南
ケ
ー
ト
を
入
る
と
六
十
数

個
の
巨
石
に
よ
り
悠
久
の
時
の
流
れ
を

表
現
し
た
「
時
の
広
場
」
カ
ス
テ
ー
ド
、

大
滝
、
大
花
壇
ヒ
続
，
・
、
「
彩
の
ひ
ろ

ば
」
か
拡
が
り
、
東
北
の
限
り
な
い
未

来
を
表
現
し
ま
す

｝
，
子
ど
も
の
広
場
」
は
、
カ
ラ
フ
ル
な

お
も
し
ろ
空
問
、
ボ
ー
見
遊
ひ
か
楽
し

め
ま
す

　
オ
ー
フ
ニ
ン
ゲ
・
イ
ヘ
ン
ト
は
、

「
地
駐
讃
歌
ア
ー
ス
・
バ
フ
す
ー
マ
ン

ス
」
を
テ
ー
マ
に
、
ま
た
「
帥
ゲ
リ
ー

ン
フ
ェ
ア
せ
ん
だ
い
」
の
協
賛
会
場
レ
一
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で
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数
多
く
の
・
－
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し
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皆
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し
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お
b
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．
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※
三
十
な
以
上
【
六
歳
以
上
｝
は
、

　
　
団
体
扱
い
と
し
ま
す
．

　
白
石
か
ら
は
、
県
道
白
石
川
崎
線

午
す
ら
、
ん
峠
経
由
）
を
利
用
し
で
、
約

三
十
分
て
到
着
し
ま
す
．
．

　
ゴ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

建
設
省
東
北
地
方
建
設
局
　
国
宮
み
ち

の
！
、
桂
の
湖
畔
公
園
工
事
事
務
所
へ
、

　
且
¢
二
二

二
二
三
ー
五
三
へ
一

3



勲おめでとうございます叙
白
石
市
態
＋
江
嚢
廻
缶

勲
四
等
端
宝
章

白
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五
昇
路
3
3
ノ
ー

　
　
　
　
橋
本
　
徳
四
郎
氏

－
喬
』
7
へ
壕

　
　
　
、
猛
璽

勲
五
等
端
宝
章

　
　
　
白
石
市
字
堂
場
前
鵬

　
　
　
　
　
上
西
　
禮
一
一
氏

唖
、
碍
、
”
、
騰
一
竃

．
』
㊨
も

勲
六
等
単
光
旭
日
章

　
　
　
斎
藤
　
三
右
衛
門
氏

　
昭
和
三
十
四
年
か
ら
五
十
へ
年
ま
で

市
議
会
議
員
や
副
議
長
と
し
て
市
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
、
さ
ら
に
四
十
二
年
か

ら
六
十
二
年
ま
沈
、
丸
、
白
石
市
外
二
町
組

台
議
会
議
員
や
副
議
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
．
．

　
ま
た
、
四
十
一
年
か
ら
四
十
七
年
ま

κ、

」
白
石
市
図
書
館
協
議
会
委
員
、
四
十

九
年
か
ら
六
十
三
年
ま
で
、
白
石
市
．
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
、
五
十
八
年
か
ら

六
十
二
年
ま
て
白
石
市
総
合
交
通
輸
甲
、
送

　
昭
和
二
十
四
年
、
白
石
町
消
防
団
班

長
に
就
任
、
二
十
九
年
市
制
施
行
に
伴

い
白
石
市
消
防
団
白
石
分
団
班
．
長
、
、
二

十
年
白
石
市
消
防
団
同
分
団
部
長
、
同

年
白
石
市
消
防
団
同
分
団
副
分
団
長
、

三
十
三
年
自
石
市
消
防
団
同
分
団
．
長
、

三
十
七
年
白
石
市
消
防
団
副
団
．
長
、
五

十
二
年
白
石
市
消
防
団
団
長
の
職
に
就

き
、
六
十
三
年
退
職
さ
れ
る
ま
て
、
防

火
思
想
の
普
及
、
後
進
の
指
導
育
成
、

操
法
技
術
・
火
災
防
ぎ
ょ
技
術
の
向
上

　
昭
和
二
十
一
、
年
小
原
村
消
防
団
員
、

三
十
二
年
市
制
施
行
に
よ
り
白
石
市
消

防
団
小
原
分
団
部
、
長
、
四
卜
年
白
石
市

消
防
団
同
万
団
副
分
団
長
、
五
十
．
…
年

白
石
市
消
防
団
同
分
団
分
団
．
長
、
六
卜

一
年
白
石
市
消
防
団
副
団
長
に
就
任
ン
、
一

れ
、
六
十
三
年
に
退
職
ン
・
㎏
れ
ま
し
た

　
ま
た
、
自
．
右
市
小
原
字
下
戸
沢
牧
野

農
業
協
同
組
合
理
事
、
小
原
財
産
区
議

員
な
ど
の
公
職
を
務
め
ら
れ
、
現
在
も

防
犯
協
会
小
原
支
部
副
支
部
長
と
し
て

問
題
審
議
会
委
口
冒
し
て
活
躍
、
c
れ
ま
』

し
た
じ
ロ
　着

に
・
四
＋
年
か
ら
五
＋
六
年
ま
幽

て
白
石
市
八
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
会
、
長
、

五
十
一
年
か
ら
五
十
へ
年
ま
で
社
会
福
　
ハ

祉
法
へ
白
石
陽
光
園
理
事
な
ど
、
本
市
　
・

の
各
方
面
の
．
発
展
に
尺
、
々
頂
き
ま
し
た
．
、
4

こ
れ
ま
て
に
、
議
長
会
斎
事
か
漁

数
多
！
、
の
喪
彰
を
受
け
、
．
平
成
．
兀
年
春
　
〕

の。

勲
章
者
レ
一
し
で
、
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た

な
ど
に
努
め
ら
れ
ま
し
た

ま
た
、
水
防
技
術
の
向
上
な
ど
、
防
一

契
一
筋
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

　
昭
和
五
十
．
一
年
に
は
、
宮
城
県
消
防
　
』

協
会
理
事
、
六
十
．
一
年
か
ら
向
協
会
副
　
・

会
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た

　
市
長
・
知
事
、
消
防
庁
、
長
官
な
レ
一
か

ら
数
多
、
＼
の
表
彰
、
功
労
章
を
．
…
て
け
ら

れ
て
お
り
、
弔
成
．
堀
年
春
の
勲
章
者
と
　
．

し
で
、
、
勲
五
㍉
瑞
宝
出
ア
ど
、
覚
章
y
、
』
れ
ま

し
た

犯
罪
の
な
い
地
景
．
、
つ
、
＼
り
を
推
進
し
．
宝

お
ら
れ
ま
す

　
目
乍
消
防
協
会
知
事
、
消
防
后
長
官
　
、

’、

極
レ
一
か
ら
、
各
種
去
彰
や
阜
を
、
学
、
け
ら
れ

，
r
、
い
ま
す

　
後
進
の
育
成
、
操
法
技
術
の
向
卜
、

防
災
、
思
想
の
晋
茂
’
、
せ
一
永
年
の
消
防
・

防
災
に
尋
す
る
功
績
に
よ
り
、
で
、
、
、
平
成
　
ド

．
疋
年
春
の
勲
章
音
と
し
て
、
勲
六
等
単

肥
旭
H
章
を
受
竜
ン
・
・
れ
ま
し
’
。
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
噸

公
共
下
水
道
工
事
に
よ
る

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　都

市
基
盤
整
備
の
た
め
、
公
共
下
水

道
工
事
を
市
内
各
個
所
に
お
い
一
「
、
実
施

し
ま
す
，

　歩

行
者
の
安
全
レ
デ
、
旧
線
の
方
々
の
通

行
を
確
保
す
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
工

事
を
進
め
ま
す
か
、
や
む
を
得
ず
交
趣

規
制
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

　本年度は、

国
道
三
．
二
号
友
畑
－

郡
山
橋
間
の
公
些
下
水
，
道
六
号
幹
線
」

　
　
、
．
イ
、
＼
ぞ
餐
｝
ら

　
　
　
　
＝

事
を
実
施
い
た
し
ま
す
．

　
こ
の
工
事
の
’
、
～
め
、
ズ
、
月
中
旬
か
ら

十
二
目
、
卜
旬
ま
で
、
片
側
交
、
互
通
行
の

奏、

通
規
制
と
’
、
誹
り
ま
す
の
！
、
、
ご
協
力
く

た
さ
い

　
な
お
、
正
回
路
は
地
図
の
と
お
O
て

す
　詐しく

は
、
下
水
道
課
工
務
係
智
二

五
　
二
．
、
、
『
内
線
》
二
五
三
へ
．

道工事に（芸る交通規制図

鹸レ慌膨隷藝睡斐☆
〔・膨藷下オ禰交互潭行区簡一ミ

薪壽撃㌘驚蒙晒繊
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、

国
民
年
金

み
ん
な
で
さ
さ
え
る

　
　
　
　
　
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
お
年
寄

の
世
代
を
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
．
、
、

　
現
在
納
め
ら
れ
て
い
る
保
険
料
は
、

現
在
年
金
を
受
け
て
い
る
人
た
ち
の
財

源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
．
．
現
在
納

め
て
い
る
人
た
ち
が
将
来
受
け
る
年
金

は
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
が
納
め
る
保

険
料
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
保
険
料
を
毎
月
忘
れ
ず
に
納
め
て
い

く
こ
と
は
、
自
分
自
身
や
家
族
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
国
民
年
金
制
度
が
安
心

し
て
頼
れ
る
制
度
で
あ
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
で
す
。

『
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
自
分
の

年
金
が
減
額
さ
れ
る
だ
け
』
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　世

代
と
世
代
の
助
け
合
い

　
こ
れ
が
国
民
年
金
制
度
で
す
．
、

生
活
保
障
は

　
国
民
年
金
加
入
か
ら
／

　若いとき

に
は
、
老
後
の
こ
と
や
、

不
慮
の
事
故
の
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
は
老

後
を
む
か
え
、
ま
た
、
い
つ
不
慮
の
事

故
に
あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
と
き
に
そ
な
え
て
、
国
民
年

金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
て
い
く

必
要
が
あ
b
ま
す
．

　
ま
ず
加
天
、
そ
し
て
納
人

　
　
多
、
な
．
え
は
い
つ
も
万
全
に
！

G
厚
生
年
金
（
会
社
員
）
や
共
済
組
合

　
（
公
務
員
）
へ
加
入
し
て
い
る
方
は
、

　
除
か
れ
ま
す
、
．

こ
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
齢
は

　
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
で
す
．
、

こ
収
入
が
少
な
く
保
険
料
納
入
が
難
し

　
い
場
合
は
「
免
除
」
と
い
う
制
度
が

　
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
係
へ
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
を

　
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　八月

は
、
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い

月
で
、
す
．
．
郵
便
局
の
窓
口
て
、
八
月
十

一
日
嘘
以
降
受
け
取
れ
ま
す
．
、
．

　な

お
、
今
月
は
老
齢
福
祉
年
金
証
書

を
提
出
す
る
月
で
も
あ
り
ま
す
．
、
．

　
該
当
者
に
は
、
直
接
ご
連
絡
い
た
．
し

ま
す
の
で
指
定
期
日
に
提
出
し
で
、
！
、
た

さ
い
．
，
．
提
出
し
で
、
い
た
だ
い
た
証
書
に

は
、
平
成
元
年
八
月
か
ら
平
成
二
年
七

月
分
ま
で
の
一
年
間
の
支
給
額
を
記
入

し
、
平
成
元
年
十
一
月
の
支
払
日
に
問

に
あ
う
よ
ろ
お
返
し
い
た
し
ま
す
．
、

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
市
民
課
国

民
年
金
係
姪
二
五
i
二
一
一
π
内
線
）

コ
ニ
七
へ
．
．
、
，

　
　
　
　
八
》
ダ

　
　
ニ
驚
『
ヘ
ヘ
；
γ
．

　
　
　

邸
　
・

↓
8
月
田
日
ま
で

一廟
　
夏
の
交
通
事
故

一
　
　
防
止
運
動

聯
　
．
夏
休
み
を
利
用
し
て
の
家
族
旅
行
や

一
海
木
浴
な
ど
外
出
の
機
会
が
多
く
な
b

マ
す
．
長
距
難
暫
よ
孟
労
業

一
慣
れ
な
道
路
等
に
よ
る
交
通
事
故
の
能

一
生
の
危
険
が
増
加
し
ま
す
．

ド　
　
ま
た
ヤ
ダ
の
　
ぽ
　
ル
か
ら
ク
ド
に
よ

一
る
無
謹
蜜
－
墾
－
誓
な
の
で
・

一
も
う
．
度
交
通
安
袋
に
つ
い
て
陽
族
で

曙
話
し
含
い
ま
し
ょ
う
．

一
一
　
運
動
の
重
点
と

ロ

聞
　
　
　
推
進
事
項

聞
①
過
労
運
転
に
つ
な
が
る
無
理
な
走
行

塵
の
防
止

一一
　
・
ゆ
と
b
あ
る
計
．
画
し
、
過
労
時
の
休

一
　
　
憩
．
．

一
厘
若
年
運
転
者
に
よ
る
暴
走
仔
為
等
の

一　
　
亜
心
質
な
違
反
の
追
放

一騨
　
．
青
少
年
を
非
行
や
交
通
事
故
か
ら

一
　
　
守
る
た
め
、
地
域
で
協
η
し
て
、

幽
　
暴
走
行
為
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
・

一一一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
卜

一一一　
　
　
　
　
　
　
　
〇

一一
　
　
　
　
　
－

－
　
　
　
　
　
窪

ロ
　
　
　
　
　
ニ

皿
　
一

←

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一｝一一一一一一一一一一一一一◇

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る

　
　
特
別
弔
慰
金
の
支
綿
に
つ
い
て

　
な
マ
回
、
戦
傷
病
者
戦
没
遺
族
等
援
護

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
か
公
布

レ
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
戦
没
者
の
碧
展

㎜
に
廿
し
特
別
弔
慰
金
へ
離
面
十
八
万
円
、

六
年
償
還
国
債
〕
か
＋
・
～
給
さ
れ
る
こ
と

㌍
な
り
ま
し
た
、
。

既
　
該
当
す
る
遺
族
の
方
は
、
手
続
き
さ

れ
る
よ
ろ
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
該
当
者

　
　
昭
和
六
十
年
四
目
一
日
か
ら
、
、
弔
成

撒
　
一
兀
年
三
月
三
十
一
日
ま
て
に
、
公
務

肋
　
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
畝
、
湘
し
で
、

♂
宍
（
条
塗
ト
（
（
（
（
｛
■
三
（
〔
入
　
　
　
〔
＾
＾
■
桑
（
＾
人
、
（
（
＾
（
（
＾
（
嘱
』
、
＾
（
＾
ー
・
、
＾
（
↑
、
穴
へ

　
い
た
方
が
死
亡
等
に
よ
O
実
権
し
た

　
場
合
の
次
の
遺
族
の
与
．
．

↓
平
成
元
年
四
弓
一
日
ま
f
、
に
弔
慰
金

　
へ
遺
族
国
庫
債
券
〕
を
受
け
た
方

②
戦
没
者
の
子
供

③
載
没
者
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

　
弟
姉
妹
．

9
載
没
者
の
三
親
等
内
親
族

　
　
　
　
　
　
　
（
運
以
外
の
方
）

　
詳
し
・
、
は
、
白
石
市
社
会
福
祉
事
務

所
総
務
係
岱
二
五
－
二
一
一
て
内
線
）

．
五
三
へ

八
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

　
　
　
　
　
　
、
ヒ
月
か
ら
．
琵
月
の
三

　
か
月
問
に
集
中
し
て
発
生
し
で
、
い
ま
す
、
．

　
曳
は
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多
！
、
、
汗
に

　
よ
っ
て
電
』
気
が
通
り
や
す
く
な
り
ま
す
．

　
　
ま
た
、
夏
は
疲
労
か
ら
注
意
力
か
散

　
漫
と
な
り
が
ち
な
の
て
、
通
商
産
業
省

　
り
王
唱
の
も
と
に
「
電
気
使
用
安
全
運

　
動
」
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
、

　
　
感
電
災
害
を
防
止
す
る
に
は
、
．
不
良

　
の
電
気
設
備
を
な
く
し
、
み
ん
な
て
電

　
気
の
取
扱
い
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要

　
で
す
．
、
．

　
　
粗
悪
な
電
気
用
品
に
よ
る
事
故
を
防

　
ぐ
た
め
、
家
庭
f
、
使
う
電
気
製
品
の
製

　
造
販
売
は
電
気
用
品
取
締
法
に
よ
り
規

↑
制
y
一
．
れ
、
凛
口
し
た
製
品
に
は
［
［
『
，
．
．
序
、

∀
、
’
『
』
F

マ
ー
ケ
が
付
い
て
い
ま
す
．
．

　
こ
の
マ
ー
ヶ
は
、
日
本
製
、
外
国
製

を
と
わ
す
電
気
器
具
の
本
体
・
コ
ン
セ

ン
ト
・
ソ
テ
リ
ト
な
ど
に
も
つ
い
で
、
い

ま
す
．
購
入
す
る
場
台
は
、
【
〒
・
せ

マ
ー
ケ
の
付
い
で
、
い
る
電
気
製
品
を
選

び
ま
し
ょ
う
：

「臨藤癒爵葡百
　　こぞんじですか　　

　　7・㊦マーク
　〒・マークは安全な電気製品の

　　　　　シンホルてす

　
1
1
1

－
　
」

紺・

ル
哩

招
。
…
園
一

　
　
ぞ
、
ゆ

．
。
曝
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　・｛・｛　　　　　　　　　　　　　　　　　冗く‘　　　　　　　　　　　　　（｛　　　　　　　　　　　く（一■　　　　　　　　｛　‘　　　　　「＝《　　　　K　　　、“　　、く賦　てく～く、‘“（、～く
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6

ク
ラ
ス
紹
介
⑮
大
平
小
．

学
級
紹
介

　
私
た
ち
の
ヶ
ラ
ス
の
尺
数
は
、
男
が

二
十
四
人
、
女
は
九
人
て
す
．
、
男
の
子

が
多
い
の
ぐ
、
い
つ
も
元
気
い
っ
ば
い
の

ヶ
ラ
ス
で
す
．
し
ゅ
ぎ
．
；
中
も
男
の

子
が
い
っ
ぱ
い
は
っ
ぴ
ょ
う
し
ま
す
二

女
の
子
も
少
な
い
へ
数
て
が
ん
ば
っ
て

は
っ
ぴ
ょ
ろ
し
ま
す
：

　
お
か
あ
さ
ん
た
仁
、
は
「
男
の
子
に
ま

け
。
〆
、
ろ
ね
．
」
と
い
い
ま
ず
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
．
．

わ
た
し
た
ち
の
ヶ
弓
ス
に
は
、
六
つ

1懲』．、・』1』＿㎜
1
．
柔
鋼

駅純先碁堺鳥誉縮巽あみ卸建麓塁芭
　いん字生　　先まぎたど　ま日下えをしラもとまむいたかしに
か婦は契生帽ししあサもかを繋坦い一ゴちまのつ雑

　つてにr　こは　まけbへれえは北　ρ．なのまわたゆ1ゴてたカ・
ll濃1㌃魏舞混琵・汐惣先ぎ・すほ多二

　’そよりすきい時一㌧〆・まつ会なみ’いそ前生わや花ご天『ノてや年

脱言翻晃費艦輿襲乳1鼎蕊芸鷲転我松　許ま己卦　　を一生に旋　　たを義どさから　　　る　rた時りれノ・／・妻野

　堀川充

皇
の
時
代
、
源
義
家
か
蝸
弘

祉
伐
に
出
征
す
る
欝
に
、
鎌
倉
の
鶴
同

尺
幡
宮
の
こ
分
霊
を
受
け
陣
中
に
祀
っ

一
『
、
い
た
も
の
を
凱
旋
に
あ
た
り
、
　
．
，
沢

村
鶴
松
の
北
、
八
幡
台
に
性
殿
を
建
ひ

し
祀
り
た
の
か
は
し
ま
“
ヒ
い
う

　ま

た
』
刈
田
郡
史
一
に
は
、
天
正
年

中
た
町
将
監
か
た
鴎
館
を
築
き
、
　
．
氏

の
守
護
神
と
し
〆
、
こ
の
八
幡
社
を
亀
山

の
現
在
地
に
奉
遷
し
カ
．
も
の
と
あ
る

　
た
町
館
は
、
刈
田
十
ヒ
か
城
の
、
9

’
㌧
、
大
町
の
人
館
山
の
麓
か
ら
の
高
ン
、
・

約
五
ト
メ
ー
ト
ル
、
花
山
岡
岩
の
急
崖
の

上
に
あ
り
、
白
石
盆
地
を
一
望
に
見
下

　
　
　
　
層
　
触
津

　
　
　
　
　
｝
⑰
、
簸

　
　
　
　
　
　
　
筆

　
　
　
　
、
罫
嘘
　

　
　
　
璽
！
あ
四
、
泌

　
　
　
　
『
　
募
羅
、

　
　
　
o
へ
．
簿
鵡
＝

　
　
　
　
灘
史
越

　
　
　
　
　
晦
態
　
　
　
、

　
　
　
　
暫
．
騨
一
『
函

　
　
　
　
鄭
帽
『

ろ
す
こ
レ
一
が
で
、
き
る
　
山
頂
ゐ
捲
木
休

の
平
場
が
本
丸
ら
し
－
＼
今
は
金
恥
羅

権
現
が
祀
ら
れ
て
い
る

　
「
仙
台
占
城
記
一
に
は
「
東
西
四
十

，
間
一
約
七
五
ズ
i
卜
辻
南
北
五
十

間
【
約
九
，
ズ
ー
ト
巳
、

房
丸
東
西

上
、
…
間
、
城
主
と
町
主
計
の
曾
孫
大
町

監
物
の
末
孫
左
町
主
司
頼
直
」
と
あ
る
．

　
た
町
村
の
村
名
は
、
昌
は
尺
谷
付
ヒ

い
っ
た
か
い
つ
ゐ
頃
か
∴
か
伊
　
家
の

一
族
た
町
氏
の
先
酎
た
町
ゼ
剛
力
’
、
殉

館
に
拠
る
よ
う
に
な
り
て
か
ら
、
こ
の

村
を
大
町
村
と
呼
ふ
よ
う
に
な
っ
た
と

軒
、
町
氏
か
村
の
邑
主
に
な
．
「
、
た
の
は

百
・
、
、
す
イ
、
に
尚
菟
正
二
年
二
凹
六

．
＝
べ
月
の
皿
伊
達
正
肌
世
次
老
、
一
に

た
町
氏
は
代
み
・
伊
達
氏
の
一
族
ヒ
し
て
．

配
周
田
帯
郁
友
…
閃
一
巴
一
」
注
ノ
ヘ
ィ
」
い
（
、
し
∫
め
4
勾

一
般
に
在
地
豪
族
は
土
地
の
名
を
と
っ

〆
、
鱒
ヒ
す
る
か
、
大
町
氏
の
場
台
は
三

沢
ゐ
．
一
』
帥
を
碩
育
し
イ
、
お
り
、
た
町
氏

凸
指
前
が
そ
う
ま
ま
村
名
に
な
っ
た
珍

㌧
い
例
て
も
章
、

れ
町
氏
は
、
伊
達
家
の
ヂ
、
文
の
乱
に

伊
達
榊
宗
『
索
軍
一
に
昧
方
し
た
の
！
、

乱
伎
た
町
村
ゐ
叫
誇
を
召
㌧
上
げ
ら
れ

二
こ
へ
帰
る
こ
レ
一
は
な
か
っ
た

　
【
想
田
郡
誌
』
に
よ
る
と
、
ワ
〆
、
の
後

へ
幅
召
は
、
．
吃
柘
元
年
二
六
享
召

自
石
七
ー
－
ー
綱
公
か
対
殿
を
改
築

し
、
永
掛
　
連
長
λ
の
祈
願
所
と
し
、

　
　
　
　
D
彼
章
を
つ
け
た
弓
失

を
献
上
し
、
祭
礼
の
日
に
は
龍
鑑
即
が

行
わ
れ
た
と
あ
る
か
明
ら
か
！
・
、
な
い

　
　
　
　
　
　
　
「
白
石
市
中
』

ア
イ
ド
ル
愈
・
、
養
ε
＄
。
冨

描》◎わが家の

∵
鴇
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月再

『ケー’
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　杉本　和美ちゃん噺館即

　光雄さん、さき子さんの長女
　ママからひとこと
　“優しく思いやりのある子に

　　　　　　　　なってネ”
　パパからひとこと
　“元気で明るいやさしい子に

　　　　　　　育ってほしい“
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o
o
◎
◎
⑬
倉
o
o
①
9
角
o
o
◎
9
◎
昌
o

亡
き
夫
の
語
り
か
け
く
る
夢
を
み
し
亡
母
の
淋
し

さ
今
に
思
い
り
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

こ
こ
ろ
よ
く
紅
茶
の
砂
糖
と
け
て
ゆ
く
思
う
こ
と

な
き
朝
の
静
け
さ
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

夜
勤
め
の
孫
を
起
こ
し
て
つ
つ
が
な
き
勤
め
を
願

い
床
に
就
く
な
り
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
夜
潮

朝
早
く
経
読
む
父
の
声
聞
ゆ
八
十
路
の
日
々
を
絶

ゆ
る
こ
と
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
祐
子

長
寿
祝
に
市
よ
り
賜
ひ
し
椀
と
箸
い
ざ
疾
く
使
は

む
夫
と
共
に
　
　
　
　
　
　
　
　
松
島
　
綾
子

嫁
ぎ
来
て
四
十
年
を
過
ぎ
し
今
亡
姑
に
習
い
し
ち

ま
き
巻
き
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

⊂

域
畏
　
　
・

、
藻
禦
．
4
詞
－

婁
鰭
・
　
ヤ
ボ

鑑

ヤ
険

雨
け
ぶ
る
運
動
会
終
え
静
も
り
し
午
後
の
校
庭
に

薄
日
差
し
来
る
　
　
　
　
　
　
　
佐
r
　
ひ
て

庭
先
に
紫
淡
き
鉄
線
は
支
柱
に
か
ら
ま
り
大
き
花

咲
！
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

枯
れ
た
り
と
あ
き
ら
め
居
り
し
鉄
線
の
花
の
開
き

て
夫
は
よ
ろ
こ
ぶ
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

晴
れ
渡
る
青
葉
の
風
に
そ
よ
き
い
る
早
苗
を
見
つ

つ
青
田
を
巡
る
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
栄
子

「
評
」
一
首
目
、
亡
き
夫
が
話
を
か
け
て
く
る
夢

を
み
た
。
こ
み
あ
げ
る
淋
し
さ
に
耐
え
な
が
ら
、

過
ぎ
去
っ
た
思
い
に
ふ
け
る
，
そ
し
て
自
分
の
母

親
も
こ
の
淋
し
さ
に
耐
え
て
生
き
た
で
あ
ろ
う
と
、

亡
き
母
を
な
つ
か
し
み
思
ろ
の
で
あ
る
．
、
単
純
化

さ
れ
て
思
い
の
深
い
歌
で
あ
る
、
二
首
目
、
一
読

ま
こ
と
に
爽
や
か
な
歌
て
あ
る
．
．
別
に
「
柿
若
葉
い

た
く
し
げ
れ
り
部
屋
に
さ
す
昼
の
ひ
ざ
し
は
青
く

に
お
う
も
」
が
あ
る
、
高
齢
で
あ
る
作
者
の
平
穏

匿
　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「粕　　　　　　　　 7
　　　　　　　ぽ　　　　　　　　　　　　　　　刃　　　　　　　　　　　　　　　戸　　　嘔　　　鴨　　　　」

　　　　　　　　　　　　　ロも　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　ず

　、ぐ麟　、　　融　　　ト
　「ネコとふうせん」

　　佐々木　美央（大鷹沢小3年）

わたしの
　　　ケツサク

　
　
「
楽
器
を
持
つ
友
た
ち
」

　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
弘
幸

　
　
　
勝

　
　
　
　
グ
　
つ

藩翻・

　
　
　
　
羨

薩
威
　
　
』
欝
．
難
．

　
　
　
　
　
　
　
彪
．

　
　
　
　
　
』
ソ

な
生
活
が
滲
み
出
で
、
い
る
作
品
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

徽
匂
ふ
長
く
留
守
せ
し
家
の
中
　
　
高
橋
和
歌
子

（
評
｝
作
者
は
長
く
入
院
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
ろ

久
し
ぶ
“
に
家
へ
帰
る
と
家
の
中
が
徽
び
て
匂
っ

て
い
る
の
で
あ
る
．
『
徴
の
匂
い
だ
け
に
あ
わ
れ
て

あ
る
，

病
よ
く
心
た
の
し
く
苫
蒲
湯
に
　
　
　
三
浦
愛
嶺

〔
評
）
前
句
に
つ
づ
い
て
入
院
の
作
者
の
句
で
あ

る
が
、
病
よ
く
退
院
の
日
菖
蒲
湯
を
わ
か
し
て
，
f
、

れ
て
あ
り
、
た
の
し
い
湯
浴
で
あ
っ
た
．

遠
郭
公
近
き
老
鶯
夜
明
け
た
る
　
　
若
桑
源
治
郎

（
評
）
郭
公
は
わ
ず
か
に
遠
く
よ
り
老
；
は
は
『
、

き
り
近
く
に
鳴
い
て
い
て
、
短
夜
が
明
け
そ
め
た

山
里
に
往
む
人
の
生
活
の
句
で
あ
る
・

（
福
岡
小
5
年
）

鰹
　、

、5

尺
混
み
の
吊
革
握
る
ハ
ス
の
薄
暮
　
鈴
木
鉄
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

出
し
て
児
る
母
の
彫
見
の
徴
こ
ろ
も
　
日
下
　
文
　
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

新
緑
の
匂
い
広
が
る
石
だ
た
み
　
　
勅
使
瓦
令
造
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

万
緑
の
秋
芳
洞
を
出
で
し
眼
に
　
　
　
青
木
良
子
　
以

ゐ
す
紅
の
薔
薇
の
花
ひ
ら
散
り
易
し
　
鈴
木
民
子
　
凪

旅
な
か
ば
山
冷
あ
り
て
五
月
雨
る
る
　
佐
藤
周
子
　
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

梅
雨
寒
に
し
ま
ひ
し
衣
又
出
し
で
、
　
近
内
キ
ヨ
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

に
前
号
「
連
麹
の
黄
」
の
句
は
、
日
下
文
さ
ん
の
　
図

句
の
誤
り
で
し
た
．
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
　
一

す
。
八
月
例
会
は
、
へ
月
二
十
七
日
〔
日
）
中
央
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

公
民
館
て
行
い
ま
す
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
　
・

三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
　
一

記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市
大
手
町
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

一
番
一
号
）
へ
，
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

7



わ
が
家
の
昧

へ
抽
診
巳
勿
暫
申
シ
リ

だ
い
こ
ん
の
菊
花
漬

〔
材
料
〕
四
人
分

　
だ
い
．
』
｝
ん
一
本
、
生
鮭
二
切
、
菊
の

　
花
（
黄
色
）
、
赤
と
う
が
ら
し
、
酢

　
－

2
カ
ソ
プ
、
砂
糖
大
さ
し
3
、
塩

　
少
々
．
、

〔
作
り
方
〕

①
だ
い
こ
ん
を
一
セ
ン
チ
の
厚
さ
に
輪

　
切
り
に
し
、
さ
ら
、
に
二
等
分
に
切
目

　
を
入
れ
、
塩
を
軽
，
－
＼
ふ
り
、
一
日
程

　
度
漬
け
て
お
く
：

（
②
生
鮭
は
、
薄
く
そ
、
ぎ
切
り
に
し
、
塩

　
少
々
を
し
酢
で
し
め
る
．
．

⑨示

①
の
切
目
に
②
と
菊
の
花
を
は
さ
み

　
赤
と
う
が
ら
し
を
輪
切
り
に
し
て
一

　
面
に
散
ら
し
て
入
れ
、
酢
と
砂
糖
に

　
一
昼
夜
漬
け
る
．

、

④
半
分
に
切
り
、
は
さ
ん
だ
鮭
が
見
え

　
る
よ
う
に
皿
に
盛
り
つ
け
る
．
．

　
　
　
　
　
欝

0．

驚、

松崎みよのさん（大鷹沢）

与
ン
　
ヨ
ー
ロ
リ
パ
か
ら
．
中
央
ア
ジ
ア
に
か

、
一
．
け
て
が
原
産
地
の
た
い
こ
人
は
、
四
千

％
年
以
上
も
前
の

ヒ
ラ
ミ
ソ
ト
建
設
の
人

ら
夫
た
ち
の
食
料
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
、

盛
日
本
に
は
稲
作
文
化
レ
一
と
も
に
中
国
か

バゾ
』
り
伝
わ
り
ま
し
た
．
．

、

〆

　
お
お
ね
と
呼
は
れ
て
い
た
．
も
の
か
、

」至町

時
代
に
な
っ
で
、
だ
い
こ
ん
と
呼
は

、
’
れ
る
よ
う
に
な
り
、
春
の
七
草
の
中
で

鴨
、
・
は
す
ず
し
ろ
と
呼
ば
れ
で
、
い
ま
す
．

》
　
江
戸
時
代
に
入
っ
で
、
盛
ん
に
栽
培
さ

、
．
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
い
こ
ん
で
す
が

♂
．
現
在
て
は
、
青
首
だ
い
こ
ん
と
み
の
早

、
生
だ
い
こ
ん
が
主
に
泣
后
さ
れ
て
い
ま

イ

．
、
す
二
青
首
だ
い
こ
ん
は
、
柔
ら
か
く
比

・
味
が
あ
b
煮
物
や
切
干
し
等
に
、
み
の

ン

〆
早
生
系
は
、
辛
み
が
あ
り
漬
物
や
お
ろ
．

し
し
に
利
用
ン
ご
れ
ま
す
．

し
　
だ
い
こ
ん
に
は
、
デ
ン
フ
ン
の
消
化

ン
酵
素
イ
、
」
あ
る
ジ
ア
ス
ク
ー
ゼ
が
含
ま
れ

㌃
．
ま
た
、
皮
の
部
分
に
は
ビ
ケ
ミ
ン
C
が

※
酢
に
漬
け
て
い
る
の
て
昇
り
ペ
リ
と

し
て
い
ま
す
、
．

　
暑
さ
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
栄
養
価

の
高
い
料
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
ろ
．
㌧

　
　
【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
メ
モ
】

　
　
　
　
　
　
だ
い
こ
ん
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
マ

多
，
・
、
含
ま
れ
て
い
る
の
て
、
お
ろ
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
．
、

時
は
皮
ご
と
を
使
い
ま
し
ょ
う

　
　
　
、
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
た
い
こ
ん
の
葉
に
は
、
ビ
一
ケ
ミ
ン
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

A
・
B

・
C
・
力
几
シ
ウ
ム
・
鉄
な
と
砧

が
含
ま
れ
て
お
り
、
皮
も
葉
も
利
用
す
ム
、

れ
は
、
栄
．
養
価
の
高
い
野
捨
木
と
い
、
え
ま
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

す
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
選
ふ
と
き
は
、
根
が
白
く
ン
高
、
え
、
固
届
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乱

！
、
し
ま
り
、
肌
の
き
め
の
細
い
物
が
よ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
」

！
＼
首
の
黒
い
も
の
は
避
け
ま
し
ょ
う

、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
、

だ
い
こ
ん
お
ろ
し
は
ヤ
ヨ
ト
か
で
ビ
ク
い

－
ン
房
寄
が
』
蒔
問
で
券
近
＝

く
黍
わ
れ
享
酢
実
れ
る
甚
£

ζ
ン
あ
破
壊
が
遅
れ
、
薫
も
押
全

え
ら
れ
享
　
　
　
　
　
ノ
｝
、
「

　
　
　
る
と
き
は
ヤ
ボ
の
ヒ
ぎ
サ
か
ま
た
ゐ

は
、
ひ
レ
、
窪
み
の
米
を
人
れ
る
と
濃
｝

み
の
成
分
力
米
の
テ
ン
プ
ン
に
吸
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
、

ら
れ
、
比
！
、
仕
」
．
り
ま
す
、

葉
は
、
漬
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究

物
や
油
妙
め
な
ど
に
し
て
食
べ
ま
し
ょ
　
、
㌣

・
つ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

k

伽上昇品目

　　ティノシュペーバー・洗濯用合成

　　洗剤・カレーラでス・バーマネン

　　ト料・灯油（店頭・配達1・レギュ

　　ラーガソリン・プロパンカス

21下降品目
　　／二乳

、3横はい品目

　　砂糖・しようゆ・廿ラゲ油・小麦

　　粉・食ヘン・マーガリン・ハヤー

　　　ラソフ㌧理髪料・軽lltい即席中

　　華め〆㌧・炭酸飲魯1・

レ上昇品目

　　しようゆ、サラゲ油、小・受粉、テー

　　ゴ・’シュ・吃一ハー・カし一ラで

　　ス・理髪料・バーマネンHこトし

　　キュラーガソリン・軽油・プロヘ

　　ンガス

12・下降品目

　　存レ粍鮭・∫こノ、ン・マーガリン・牛

　　才し・ヘクー。ラソづ・洗濯用合成

　　洗剤・灯油1店頭D配」卸
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誘
拐
犯
人
か
ら

　
　
お
子
さ
ん
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石
警
察
署
か
ら

　
埼
玉
県
等
で
幼
児
を
対
象
と
し
た
誘

拐
事
件
や
行
方
不
明
事
件
が
相
次
い
で

発
生
し
て
い
ま
す
．
、

　
お
互
い
に
注
意
し
あ
っ
て
誘
拐
事
件

の
発
生
し
に
く
い
環
境
を
つ
く
り
、
誘

拐
事
件
か
ら
幼
児
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
．

　
保
護
者
は
幼
児
に
次
の
よ
う
な
し
つ

け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
知
ら
な
い
人
か
ら
物
を
も
ら
っ
た
り
、

　
買
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

　
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

②
知
ら
な
い
人
に
「
車
に
乗
せ
て
あ
げ

　
る
」
、
「
欲
し
い
も
の
を
買
っ
て
あ
げ

　
る
」
、
「
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
に
連
れ

　
て
い
っ
て
あ
げ
る
」
等
と
誘
わ
れ
て

　
も
つ
い
て
行
か
な
い
よ
ろ
に
さ
せ
る
。

③
知
ら
な
い
人
に
つ
き
ま
と
わ
れ
た
ら

　
警
察
官
や
通
行
人
に
知
ら
せ
る
よ
う

　
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
、
ま
た
、
誰
も
い

　
な
い
時
は
、
近
く
の
家
に
逃
げ
込
む

　
か
、
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
よ
う
に
教

　
え
ま
し
ょ
う
。

④
知
ら
な
い
人
に
道
を
聞
か
れ
た
ら
、

　
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
教
え
、
案
内

　
は
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑤
外
出
す
る
時
は
、
行
ざ
、
。
先
、
帰
宅
時

　
問
等
を
告
げ
さ
せ
、
必
ず
守
ら
せ
ま

　
し
ょ
・
つ
。

⑥
友
だ
ち
が
知
ら
な
い
人
に
連
れ
て
い

　
か
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
近
く
の
大
人
に

　
知
ら
せ
る
よ
ろ
に
さ
せ
ま
し
ょ
・
つ
．
㌧

　
誘
拐
事
件
か
ら
幼
児
を
守
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。
．

①
常
に
幼
児
に
対
す
る
目
配
り
を
怠
ら

　
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
ろ
．
，
．

（
働
）
．
公
園
、
遊
園
地
等
で
幼
児
を
一
人
で

　
遊
ば
せ
な
い
．
，
．

③
幼
児
一
人
を
家
に
置
き
外
出
し
な
い

④
幼
児
・
児
童
の
通
っ
て
い
る
幼
稚
園

　
や
学
校
と
連
絡
を
と
り
、
所
在
を
確

　
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
近
所
の
幼
児
が
見
知
ら
ぬ
人
に
声
を

　
か
け
ら
れ
て
い
た
ら
「
ど
ろ
し
た
の

　
か
」
と
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
無
理
矢
理
幼
児
を
連
れ
去
ろ
う
と
し

　
て
い
た
り
、
不
審
に
思
っ
た
ら
す
ぐ

　
一
一
〇
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
．
．
、

⑦
不
審
な
車
は
、
ナ
ン
バ
ー
・
車
種
・

　
色
等
を
メ
モ
し
、
す
ぐ
警
察
に
通
報

　
し
ま
し
ょ
う
．
．

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

　
　
　
　
す
ぐ
一
一
〇
番

　
　
　
　
き
　
む
ニ
　
ド
ニ
ニ
ニ
　

　
　
　
　
藻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

認
証
マ
ー
ク
を
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
買
い
ま
し
ょ
う

県
内
で
生
産
さ
れ
消
費
さ
れ
る
豆

腐
・
油
揚
げ
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
納

豆
・
か
ま
ぼ
こ
等
の
加
工
食
品
に
は
、

認
証
マ
ー
ケ
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
．
．
．

認定食品マーク

　
こ
の
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
加
工
食

　品は、

品
質
や
表
示
が
県
の
基
準
に

　
合
格
し
た
も
の
で
あ
り
、
安
心
し
て

　
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
．

　原

材
料
名
・
内
容
量
・
製
造
月
日
等

　が

一
括
表
皿
．
不

　
衛
生
的
て
管
理
の
行
き
届
い
た
工
場

　
で
製
造
さ
れ
、
品
質
も
一
定
水
準
以

　
上
で
す
．
．

　
県
が
随
時
試
買
し
、
品
質
・
表
示
等

　
を
チ
ェ
ッ
ケ
し
て
い
ま
す
、
、

　
消
費
者
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
、
よ

く
確
か
め
て
買
い
ま
し
ょ
う
、
，
、

　
食
・
叩
の
知
識

豆
腐
の
品
質
は
、
保
存
温
度
が
決
め

手
で
す
。
、
低
温
管
理
・
衛
生
管
理
の

　
よ
い
店
て
は
、
気
候
に
も
よ
り
ま
す

　
が
製
造
後
二
日
位
は
品
質
が
保
た
れ

　
で
、
い
ま
す
．

・
・
油
揚
げ
は
、
特
別
の
生
地
で
作
っ
た

木
綿
豆
腐
を
薄
く
切
り
、
油
で
揚
げ

　
た
も
の
で
、
生
地
が
膨
張
し
網
目
状

　
に
な
っ
て
い
ま
す
、

　良い

油
揚
げ
は
、
色
が
よ
！
＼
ふ
っ

　
く
ら
し
、
は
り
の
あ
る
よ
く
伸
ひ
た

　
も
の
で
す
，
．

　納豆は、

冷
蔵
庫
で
保
管
し
、
好
み

　
の
熟
成
度
に
な
っ
て
か
ら
食
、
べ
る
の

　
が
上
手
な
食
べ
方
で
す
．

．
摂
氏
五
度

　
で
保
管
す
れ
ば
十
日
位
は
お
い
し
く

　
食
べ
ら
れ
ま
す
．

　
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
、
包
装
形
態
に
も
よ

　
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
二
～
三
週

　間

で
す
．
、
開
封
後
は
早
め
に
食
べ
ま

　しょ

・
つ
．
”
．

　
か
ま
ぼ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
魚
が
使

　
わ
れ
て
い
ま
す
．
、
代
表
的
な
も
の
は

　
エ
ソ
ド
・
グ
チ
・
ト
ビ
ウ
オ
・
ア
ジ
・

　
タ
チ
ウ
オ
・
ヒ
ラ
ズ
軸
寺
で
、
す
．
、

　
食
中
毒
の
起
き
易
い
時
期
で
、
す

清

潔
・
迅
速
・
冷
却
と
加
熱
の
食
品
衛
生

の
三
原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
．
，
．

　
消
費
生
活
に
つ
い
で
、
の
相
談
は
、
市

民
課
消
費
相
談
室
費
二
五
ー
二
一
一
一

｛
内
線
）
コ
ニ
八
へ
．
．

　
　
　
　
心
窟
留

　
　
　
　
o
　
／

　
　
　
欝

撫
．
、
　
謬
、

　
　
　
　
（

　
　
　
ノ
ー
‘

第
14
回

　
き
き
酒
選
手
権
大
会
」

　
優
勝
は
関
谷
次
男
さ
ん

　去る

五
月
十
一
日
、
酒
造
会
館
へ
東

京
》
に
お
い
て
開
か
れ
た
「
き
き
酒
選

手
権
大
会
」
に
お
い
て
、
閏
谷
次
男
さ

ん
へ
白
石
市
沢
端
町
六
の
五
）
が
優
勝

し
ま
し
た
、

　
こ
の
大
会
は
、
き
き
酒
プ
ロ
養
成
の

た
め
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年
は
全
国
二

十
六
県
の
代
表
四
十
六
人
に
よ
っ
て
競

わ
れ
ま
し
た
、

「
富
城
県
の
代
表
と
し
て
、
県
内
の
酒

造
業
界
の
た
め
に
が
ん
は
り
ま
し
た
．
、

こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
宮
城
の
酒
造
り

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
優
勝
の
喜

び
を
話
さ
れ
ま
し
た
．
，
．

　　　　　　　　　　　　　り　一白石駅前駐車場完成　　　1

　　　　　　　　　　　　　ロ乞薗　　　　　　　　　　　　利　ナ号　　　　申　制　付　工　な　用　　　　（

量詳15141312用を夏請限を会1〕開駅1
当し日日日日下無まをがし議ま始剛1
二く一一午午さ料つしあて所窪が駐1
ニは　午前後い開りてりおで　へ車1高r　　、　　　ムム　（　　■　　⊂　壷ん　廿口　rr甲　→・　h　｛　立　　口　↓日　1

　
駅
．
剛
駐
車
場
が
完
成
し
、
供

用
開
始
が
へ
月
十
へ
日
か
ら
に

な
り
ま
す
、
，
．
商
工
観
光
課
と
商

工
会
議
所
で
定
期
利
用
者
の
受

付
を
し
て
お
り
ま
す
、
、
台
数
に

申
請
を
し
て
下
さ
い
．

　
夏
ま
つ
り
期
間
中
、
当
駐
車

場
を
無
料
開
放
し
ま
す
の
で
ご

　
12
日
午
後
1
時
～
午
後
5
時

　
1
3
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
1
4
日
［
午
い
前
9
時
～

　
褥
日
一
　
　
午
後
9
時
30
分

　詳しく

は
、
商
工
観
光
課

費
二
五
－
三
二
（
内
線
）
一
…
一
圭
≡
へ
．
）

ノ
β置」ρ営曜σ『一『β厚『18ρ置8σ8置β『置置ヨ

㌧
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働く婦人の家から

◎老人介護講習会

　　　　　受講生募集

老への介護に必要な知識と技術を

習得させ、就業希望者に就業に必要

な基礎的技能を与える。

○受講対象者

　・再就職を希望する女性

　・介護を学びたい方

○日時・募集人員

　・第1回目　9月19日～22日

　　　　9：30～15：0（》

　　　　lu名
　・第2回目　9月26日～29日

　　　　9：30～15：（〕0

　　　　15名
O講師　日本赤十字社家庭看護教師

　　今野さだ先生・中沢亮子先生

Q終了証書

　所定の課程を受講された方には

　（貝あ婦入少年協会会長の修r証書、

　日本赤十字社の修了証書を交付

　します。

⊂1受講料教材無料

○共催（財》婦人少年協会

○講習内容

月日

9月

19日

20日

21日

22日

26日

27臼

28日

29旧

時問

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

の
支与

、、前

麦

午前

後

午前

’H犬

容内 講師
家庭に病へが

　　できたら・

病入をらくに

　　ねかせる

病人のからだをき
れいに身じまいよ

くねかせる

病入の食事と薬

手当ての仕方

伝染病について、

就寝前の看護

ねたきh老尺の

　　　看護
ねたきb老尺の

　　　看護
家庭に病入が

　　できたらL
病　く測
　　ねかせる1
病への体をきれい
に身じまいよくね

かせる

病への食事と薬

方並
＝手

伝染病について．

就寝前の看護

ねたき1）老への

　　　看護
ねたきb老入の
　　　看，遭

公民館だより

日赤宮城

県支部

今野さだ

　第13回子ども会
　　ソフトボール大会
　1二ども会活動の涛及と拡充強化の

ため、第13回針ども会ゾフトボール

大会を開催します。

　市内の小学校10校の代表12チーム

によ1）秀拠戦力∫展開されます。

　ご声壬菱お原貞いします、

Q日時　δ月27目旧・㍗前田1吉・～

⊂1会場　東中学校グラウンド

　※雨天の場台は、g月3日旧1に延

　期になります，

馬二務　　　　　・二　　・こ
噺へ課詳　　　　申　　申
しお尺しL用庶込　尺込ヱ
：間事く下紙務方一
飾い係佳＼
　　　た一　な　　■、

未来にはばたけ！白石っ子

　　しろいししこどもまつり

一とき　8月140け11岐小卜卜葺尺行）

　　　午後2時～乙卜後5時3（1分

※雨天の場合は、8月15日〔粕

　　　午前！0圓寺～12H寺

1ひところ　歩行者天国でベント広場

　　　（ギフトブラザぶビ，んこ前）

一対象　市内各小学校1～61言列i

Qコーナー紹介
・ノごンゲン　・カ・き刃く・夢・夢あ力粛む

・なぞなぞ宝さがし

・オリエ．ンテーリンゲ

・ベンブーグンス

◎ゴルフで

　一汗かいてみましょう

○目時　8月29・31日1部

　　9鵬．7日1計咽
　　午前9：3しトll：3〔）

O募集人員　15名

Qボール・クラブ・入場料実費負担

◎白石のむかい

　　　昔セミナー
　　　「白石城よもやま話」

・⊃目時　8月29日吠1

　　笛前9時30分～II時30分
⊃講師　元臼石中学板長

　　　　小岩　庄一先生

◎サークル会員募集

　料理サークル『くいしんぼう，

○例会日　第1・弟：回く曜旧月2回）

0時問　10時～12時
⊂1講師　畠　つね先生

ψ会　費　1回　191川0円

8月の休館目

　δ月7・13・21・2711
白石市働く婦人の家智25－5095

イ・→・一‘・イ・→・イ・→・→・イ・→・r‘・r‘・補・イ・→・r‘・

　・ちびっこL∫夕みこし

0主催　児童館・教育委員会・中央

　三｝L丈負官・ジュニアリーク“一　　（ビ

　・ソキーズ）

1こ・主管　白イ川∫中央公民館

言羊しいことは、自仁fT行中央公民食官

a24－51377・26－2453へ問い合わせ

ください，
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　　 　　，1畔4肥日・薬　剤　R巾　1　　”

　　　　～4く年4弓旧

技師　1蝉4
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みんなで受けようノ総合健康診査
結核予防法、老入保健法等に基づく総合検診を実施し

ます。忘れずに受けましょう。なお今年度から、結核検

診と併せて肺がん検診を実施します。肺がんは、胸部X

線検査と喀痕細胞診によって、早期発見できます．

指定日が都含悪い方はどこの会場でも受けられます。

臼石市健康センターで受診される方の車は、市役所駐車

場をご利用ください。

詳しくは、保健衛生課総務係費25－2111（内線）603へ。

寸索 象 者 検　　診　　項　　 目 け商要

①結核検診
15歳以上の方
（職場、学校、医療機関などで受けた方を除く。）

贋旬音llレントゲン†灸査 無料

　　　②肺がん検診

　　　1
（イ）憩歳以上で喫煙指数6α）以上の方

（ロ）6か月以内に血疫のあった方
胸部し　ン　トデン†灸査、ロ客瑛糸田胞診 無料

謝
［塵

③
循
環

4（1歳以上の方

（職場、学校などで受けた方を除く、）
検尿、身体計測、血圧測定、問診、診察、
血謹検査（総コレステロール、肝機能》

［
創
，
＋蟹

罵
謝

基本健診で医師から、精密検査を必要と診断され
た方

心電図、眼底検査、貧血検査、血行検査　　　　無料

④貧血検査
1δ歳かビ、、39歳までの女性で希望勘のみ
（当日ノ受f寸1ナますノ1

赤血球数、血色素量、血球容積、その他
　　　　　　　　　　　　451）円

・： 高血圧、心臓病等の内科疾患で治療中の方は、循環器

検診を受ける必要はあ1）ません、ただし、胸部レント

ゲン検査を受けていない方は、結核健康レ診断を受けて

ください。

　日　程　と　会　場

：喫煙指数とは、　・日喫煙本数×喫煙年数です．

　（例1日20本×3（｝年＝600）

二尿検査は、配布した容器に、

参してください、

”日朝食後の尿を取1）持

月　　日

8月21日

8月22日

8月23日
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ぼしゆう墨

●第3回みやぎ蔵王高原

　マラソン大会出場者募集

　国立南蔵王青少年野営場を中心会

場として、マラソン大会を開催しま

す。奮ってご参加ください。

・日時　平成元年9月15日　（祝）

　受付　午前8時30分～9時20分
・参加資格　健康であること

・参加料　小・中学生500円、高校

　生700円、一一般1，200円、親子ベ

　ア1，200円、ヘルスパでオニアコ

　ース700円
・参加申込み　所定の申込用紙に記

　入のうえ、8月21日（月ぼで。

・実施機関　みやぎ蔵王高原マラソ

　　　　　　ン友会実行委員会
・主催　白石市・臼石市体育協会・

　臼石市観光協会・臼石商工会議

　所・臼石市農業協同組合

　詳しくは、市教育委員会内みやぎ

蔵王高原マラゾン大会事務局曾25－

2111　（内線）411・412へ。

●自衛官を
　　　　募集しています

・応募資格

　　3月に高校を卒業した者』及び

　18歳から25歳までの者

・身分　特別職国家公務員

・待遇　初任給は月額ll5，0（lo円

　防衛庁職員給与法により定期昇

　給（年1回）、賞与（年3回4．g月

　分）9～12か月で昇給125，001）IIJ

詳しくは、市民課盈25－2111または、

大河原募集事務連絡所費0224－53－

2185へお問い合わせください。

●小原公民館の

f3

　　常直者を募集します

　市教育委員会では、小原公民館の

常直者を募集しています。

・募集人員　1名（1家族）

・職　務市職員の勤務時間外に

　　　おける公民館の維持管理等

　詳しくは、市教育委員会教育課社

会教育係腔25－2111（内線）411・112

へお問い合わせください。

●白石市職員を募集します

　　　　　　秘書企画課から

　平成2年4月に採用する市職員を

募集します。

　職種および採用予定人員

　上級　一一般事務　5名程度

　中級保母　　3名
　初級　一一般事務　10名程度

　受験資格

　上級　昭和39年4月2日から昭

　　和43年4月1日までに生れた

　　者で、大学卒業以上の者また

　　は、卒業見込みの者

　中級　昭和41年4月2日から昭

　　和45年4月1日までに生まれ

　　た者で、短大卒業程度の者ま

　　たは、卒業見込みの者で平成

　　2年3月までに保母資格取得

　　見込みの者

　初級　昭和42年4月2Hから昭

　　和47年4月1日までに生まれ
　　た者で高校卒業以．Lの者また

　　は、卒業見込みの者

試験場　臼石市役所

試験日時・種目

　〔第一次試験〕

　Φ試験日　’F成元年10月1日㈹

　Q時間　上級　m：0｛卜16：00

　　　　　q孫及　　10：00～15：30

　　　　　争刀糸及　　1（1：0（｝～14　：r）O

　O試験種目

　　　L級・中級　教養試験・専

　　　　　門試験・作文試験

　　　初級　教養試験・作文試験

　〔第二次試験〕

　Q実施時期　ll月下旬
　1》試験種目　口述試験・身体検

　　　　　育・身上調査
受験手続　受験申込用紙は、市役

　　所秘書企画1課へ事係に用意さ

　　れた用紙を使用し、所要事項

　　を記入し提出してくブごさい，

申込受付期問・時間

　　8月21日｛昂～9月2日吐1

　　平II　8：30～17：00

　　 1耀日　8：30～12：011

　　　（郵送：最終日消印有効l

C 受験申込用紙の請求を郵便で行う

　場合は、あて先を明記した返信用

　封筒（大学ノートの入る大きさ、

　120円切手貼付1を同封すること、

　詳しくは秘書企画課へ事係廿25－

2111（内線》：Blへ。

●市営住宅入居者募集の

　お知らせ　　　建設課から

　市営住宅入居者を募集しています。

◎第一種住宅（収入基準162，000円以下）

団地名型式［家賃（敷金は3月分）i戸数

新館13DK・3Kl3，000円一3，500円　7戸

＿＿＿＿＿十＿＿＿＿＿＿1

　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　レ

寿山13Kl3・300円～3・500円　3戸

◎第二種住宅（収入基準1〔）0．000円以D

団地名型式

君5山13DK

緑力駈 3DK
　　

、家賃（敷金は3月分）戸数

　　　22，（め0円 1戸

14，500円～16，500円δ戸

　　　　才
ま杣 3K5・mOF卜5・200Fli2戸

臼川L2K 　　F3・6（lo叩戸

建設課において、随時受付けてい

　ます。　（完善川頁）

r1石市建帆，，果住宅係

　　費2瓢一2111（内線》263

●寿山（緑が丘）団地

　　　　　　申込み受付中

・『宅地分譲　13区画

　　h地［餅貝74．o坪～94．71坪

　価　格G，541），0｛沿FI卜8，237，000円

㌔地域特別分譲住宅　2戸

1一般分譲住宅　　　4戸

　詳しくは、市役所建設課費25－2

111qソ」糸泉）262・263まナご1よ、

宮城県住宅供給公社船迫現地案内所

豊0224－57－21呂7へ。

●警察官・婦人警察官募集の

　お知らせ　　白石警察署より

宮城県では、平成2年4月採用の

警察官を募集しています。

●受験資格

・1男子警察官は、昭和37年4月2口

　かビ，1沼和43年1月l　iiまでに生ま

　れたノ∫、

　・A区分　夫学卒または来年3月

　　　卒業見込みのノ∫約25名

　B区分　それ以外の方約25名
・二婦人警察官は、昭和37年4月2H

　から昭和47年1月10までに生ま

　れた方約15名（学歴f｛問）

●申込受付期間

　　8月8日㈹～9月1印1jl

■、，江くは、臼イ1警察署費25 21：｛Sへ、

●「わがまちの水辺の未来の夢」

　　論文募集　建設課から

　川は、私たちの生活になくてはな

らない大きな役割をもっています。

　現在、この重要な川を守るため、

河川整備に関連する各種事業を実施

しています。

　今後の事業に、みなさんの意見等

を反映するため、水辺の望ましい姿、

将来像などをテーマとした論文を募

集いたします。ふるってご応募くだ

さいc
l二 応募資格「水辺の未来」に関心の

　　　　　あるすべての方

：応募方法　4（10字詰原稿用紙

　　　　　　　　　20枚以内
二・応募先

　宮城県七木部河川課

　〒9δ0仙台市青葉区本町3－8ヨ

： 締切日　9月15日（消印有効）

　、1トしくは、七木部河川課企画遠周査

係歪｝022－261－3137、または、建設課

費25－2111（内線1264・265へ、

●平成元年度スパイクタイヤ．　●肢体不自由者ワープロ教室

　　　　　対策標語募集

　宮城県では、脱スパイク推進県民

総ぐるみ運動の標語を募集します．

　ふるってご応募ください，

1内容「脱スパイク」　「スタ・ソドレ

　　スタイヤ普及」「脱㍗｛イクで

　冬道安全運転」をテーマにした

　　もの、その他、脱スパイク意識

　の高揚に役立っもの、

2応募先等

　ハガキに住所・氏名・年齢・電

　話番号および、標語を書き、県

　環境管理課へ．

3締切目　δ月31Ll必著のこと

4優秀作品は、運動のスローガンと

　　して採用します．

　詳しくは、宮城県環境管理課豊02

2老212665へお問い含わせください、

　　　　、　いたわりの義拶．」

㌦　．霧ハートが見える

黛スタッド以

図書館からのお知らせ

　図書館をもっと身近に

　　　　　　暮しの中に！

　夏休みは、親子のふれあいが多く、

お話しや本の読みきかせなどで、木

への親しみを育てるよい機会です。

こ家族でお気軽にご利用ください。

、／別の，ll棚

メンタルヘルス実践大系全10巻

」乱どものこころの問題を解決する

には？・P・…本書は、教師や小学校

高学年、中学生をもつこ’家庭の皆

さんにおすすめします。
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こころの発達

力・らだσ）一イ｛霞周

こころのイ｛訂避

登校拒否

いじめ。自黍窒

閲題行動（暴ノ」・非行）

受験・恋愛・性

肥満・やせ・食事

教職員のメンクルヘルス

索引・カウンセリシグ））

技法

・』7参彦、、同査室利川案内

図書館二階に参考調査室を設潰し

　ました。室内には貴重な辞典や参

　疹書などを備えてお1）ますので、

お気軽にこ利用ください。

　　　受講者を募集します

　身体障害者手帳の交付を受けてい

る肢体不自由者を対象に、ワープロ

教室を開催します。

・日時8月27日旧1
　　　　　午前10時～午後3時

・場　所　市役所第2会議室（2階》

・講座内容と募集人員

　ワーアロ基本操作　10名

　　但一プロ本体の持込み自由）

・受講料無料

　昼食は、各自持参してください。

・申込み　白石市社会福祉事務所福

祉係姪25－2111（内線》156へお

　申し込みください。

●宮城技能開発センター

　　　8月の研修受講者募集

　自己啓発や技能・技術の向」二をめ

ざすノ∫は、研修を受講しましょう。

　詳しい内容については、雇用促進

事業団宮城技能開発センター開発援

助課岱022－362 2254　〒9δ5多賀城

市明月2丁目2－1へ。

、ぐ図書館利川案内

⊃開館時問

　月～L曜日　9：0（1～16：55

　日曜日　　　10：0Q～16：0（）

・休館H　31日巾

　　　臼石市図書館智26－3004

新着図書案内（抄）
割賦・訪悶・通f，㌻販売の法律　中野　11俊

あなたにあ一・た漢ノノ激　　藤一1’　　健

ビジネスマン））ためのヨーカヘr膨1

　　　　　　　　　｛材x　堀ff
論理回路の基礎　　　　川丸啓∴
日本の名城・古城事典　　南條　範髪

日餐外交のすべて　　　　叡野　f，て利
財1座を｛舌かして守る節税．f二1科　 尺野　　　F筆

ビτ7の填撰　のすべて　　神谷　富雄

仏事・供畑1“番　f！、教情報セン穿一

90年代の資産連用　　　　メく田　和男

1鳶IE洛種r￥門学番交案内　　晶　文　れ

秘、はト様です（老後のあなた1

　　　　　　　　　，志筑　乏｛郎
痔乳け1ユF面でこ『さいます力二　　田j日『　貞　jP

富］：箱根殺へ旅愁　斎藤栄
督ti虚フランをξ』える本　　武川　末；’1

株の売り時．買い時がつかめる本

　　　　　　　　　百マ由紀男
卉；ちイ」Aカ・らレク、読み1轟1カ・せ　 1曳川力・よ　ゴ

湘　1卓」　　　　　　　　城llI　測1

もっとあぶない刑事　　　日本テレビ

磯部浅・と2・26事件　　Ill崎国紀
からだ・演劇・教宵

　　　　シングル感覚　書木やよひ
尺難閲　　　　　　　　　行井　秀夫
リ　ハヒ“りこ二賛二ヵ・す｝栄1磐し去　　手貢乗　　F量．長

母・円地文ゴ　　　　　　冨家　素子

愛の統率安達一」　　　　小松　茂則

ビ・くらく離乳食つ・ラ　　越恥r歯子
谷目糟春　電はここに　　　　尺川　　隆ご去

彪かなヨーロ・ソヘロニア　　山仁　泰男

源義浄量・））谷含戦の葬i玉　　梅村　f申雄

　　　　子どもの本
くららおばさんは魔法使い？

　　　　　　　やなざやけいこ
ど〆しひ1）と山∫苗　　　　　宮’～尺　笹乏薯台

マジーソク冗生と魔女光生

　　　　　・ンフリー・カーペンヶ一

・フカセの秘心　　　　山中　　恒
18時閲の戦ll．10f代　　　　モ田村f，㌃i』

みんなの図書館

’2



今月の休日当番医

6日

内科　　　　　　曾25－1501
外科　刈田病院　　　台25－2145
歯科・　三～尺1且特干手グリニック

　　　　　　費26－2518

13日

内科　亘理医院　　　君25－8501

外科　宮城医院　　　奮25－2062

歯科　水野歯科医院　費26－2401

20日

内科　刈田病院　　　費25－2145

外科　刈田病院　　　台25－2145

歯科　谷津歯科医院　台26－3254

27日

内科柿崎医院　　a25－2201
外科　加藤（大〕医院　奮26－2653

歯科　畦｛理歯科医院君26－2563

9月3日
内オ斗　∫三1甫クリニソク盈25－6854

夕玉季十　　金隻谷じ藍1矧己　　　　　　a25－2（）1（〕

歯科　白百中央繭科医院

　　　　　　台24－5554
※都合により変更になる場合もあります。

・市鰹華，響

　一人ひとりが
　ヲレーヲレを守り

　マナーを向上させよう

　　卜箇　　　事故発生件数

辮22件
　　　　（216件）

8月の定例相談日
遡墜頭頸諏 r瞭商r 場所1 内　　容

L
＿

t†1・長†目i書炎

継膿

行政相談

！5
1・翫i白肺廻擾蔓劉蔭糀毛
　12’〔）Ol1階市購 弊岬イ妾相談に応し

“
17

　110：00～
　l！5：00

顔負傷者数
％ 4　　6人
ざ1ゆ （74人）

‘L才舌†目言炎　一

結会懸

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

相　　談

障　害　 者
相　　∫，六

占少年
相　　談

　　　ド
　17日Ol㌫
　　　　　　　　　　　　　　　　　しド
『訴・∫）一　　　　　凛硝断瀦　　　　ら　のくヒン　　　　　　弔一匹誠笈市民の日常生1舌．ヒの困

5・2坐1（1）亜　テ内障

　　　　　ヨくアト
み毛、幽色巨蟹一麟勿呂』、消費生活一

リオ沼13：0・～
1（1・25　　　　　　14　：00　

　　　　　　　もヒンド　ゆド

牛一一一

　　　10：00～　ロ　　　ユヨコンの　　　　　　『5　一　’、　耳i我　略礼　　！
』 『

　　　　　　　　エリニリモト
　17
　＿ 「」5：00

　　　hD：1）o～　　　　　　白行市役リド階1身体障害者干神薄玉局者
　9　　1　　　　　　のヨ　チミじロみぢ　　　j　l5：0（1

』漁∵☆灘嚇∵1∵∵響

　　　　　　　　　　補聴器の修理、｝、周整な
　　　　　　　　　　ど

　　　　　　　　　 家庭内のへ問関f系や異

　　　　　　　　　　性とσ）問題等て悩ノ㌧て
　　　　　　　　　，いる女’性のノ∫

　　　　　麿望f裟墾撃」　　　　　　　　　　法律についての困りご
　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　

　　　』　　　　』　

　　　　　　　　　　　　　一　　
一　 『　『　　　　

　　　　　　　　　　の生活、1職イ、、糸占改昏等

。今月の表紙・一

　　　｝．…終、峯竃　ブールは楽しいな！
　　　ヘヤゆロ　　　ベな　〆　　　一　毫一’富黒　7月1細第二餅佳園児生動
　　イ　　　　　　　　ノウ　　　　　　．．一　フ、，ホーツメーrト蔵王に紹待され
。
、

・∵　　　　一暴ブ肌、篠巳、吐とき遡こ1ピ
、／棊ご1　　．一電ま巴園児剛指導融
　　　気　　　 ～認嬌圭王圧1さ’1、たちの指導を受け
　　　レ　　　　　　　　　　お

　　晃　』“　 順塾と岬誹㌃1卜瞬
ド』二　ろ、嵌隷ぞ銘痴等諄農院1」

　　　，．薦　　　　橘をわいて！、た三歳児も帰る・
　　　　　　　　　　頃には笑顔になり　ブー「1しでもっ
　　　　鯉　’　　　　　と遊σたそうにしていました。

と
数
在

　
　
現

口
帯
1

　
　
1

人
世
L

　　　　
，響

42，456戸
（＋30人）

　　　，

20，819戸
（＋16人）

　　　1

21，637戸
（＋14人）

幽
11，823戸
（＋12戸）

（）内は対前月比
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